
3.2 「コンパクト・プラス・ネットワーク」都市構造の形成に向けた研究 

（都市研究部長  佐藤 研一） 

 

皆さん、おはようございます。都市研究部の佐藤

でございます。私からは、「『コンパクト・プラス

・ネットワーク』都市構造の形成に向けた研究」と

題しまして、最近私どもがやっておりますことをご

紹介させていただきたいと思います。 

 

 

 

私の話の内容ですが、はじめにコンパクト・プラ

ス・ネットワークについて簡単にご説明し、その後

その関連の研究について、ほんのさわりになると思

いますけれども、いくつか事例をご紹介したいと思

っております。 

 

 

 

 

まず、コンパクト・プラス・ネットワークについ

てですが、昨年政府が決定した国土形成計画の中に

ある言葉です。人口減少社会におきまして、都市や

地域が活発に交流、これを対流と呼んでおりますけ

れども、この対流こそが活力の源泉。これを可能と

する国土や都市の姿をコンパクト・プラス・ネット

ワークと呼んでおります。 

また、都市政策の分野におきましても、都市がコ

ンパクト・プラス・ネットワークになりますと、例えば医療費の削減ですとか、あるいは地域内消

費の拡大といった幅広いプラス効果が見込まれるので、国の政策を総動員し、公共団体を支援して

実現したいと考えております。 

  

- 47 -



 

それに対して、私どもが何をやっているかですが、

都市研究部では、都市のコンパクト化、防災・減災、

温暖化対策、これらを 3 本柱として研究に取り組ん

でおります。コンパクトの分野につきましても、国

の動きに合わせて力を入れているところです。また、

この課題は、防災・減災、温暖化対策とも関連があ

りますので、私どもは広い視野を持って、効率的に

研究に取り組むようにしているところです。 

さて、今回紹介する事例ですが、それぞれ国内の

各地のニーズをベースにしております。関係者のニ

ーズは非常に幅広く様々ですし、また、国内の都市

の形態や段階も一様ではございません。従って、個

々の実情に合わせて支援を行うため、幅広く研究を

行っているところです。 

今回は事例を 8 つ紹介しますけれども、対象地域

別に都市の中心、郊外、全体、それから内容別にコ

ンパクトとネットワークと分類しまして、8 つの事例

を紹介したいと思っております。前半の①～④が都市の中心について、後半の⑤が郊外について、

それから⑥～⑧が全体をカバーするものとお考えいただければと思っています。 

 

それでは事例を紹介いたします。最初の事例は、

街中に伝統産業ですとか新たな産業を導入したいと

いうニーズがありますけれども、そのような機能に

ついては騒音が問題になることがあります。このよ

うな場合に、現行の建築基準法でも特別な審査手続

をとれば、許可ができることになっております。し

かし、実際どのくらいの騒音の影響があるか分から

ないとの理由であまり使われていないのが実情で

す。 

この研究におきましては、工場の設計図面を利用して、騒音がどれくらいになるかを事前に予測

して、それを今回開発した計算シートと呼んでおりますけれども、現場の審査に活用するような手

続きを海外の制度も参考にして提案したところです。 
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それから、老朽化した公営住宅などのストックを

活用して、子育ての施設や高齢者施設を計画的に配

置していきたいとのニーズがあります。ある市では、

訪問介護サービスの地域的な偏りがあり、現在だけ

でなくて、将来も予測しながら対策を検討したいと

のことです。将来の市内各地の地図ですが、各地の

人口や世帯数がどのように変化して、施設の需要が

どこにどれだけ必要になりそうか、また、その時に

更新時期を迎える公共施設がどこにどれだけありそうで、どれが使えそうなのかというようなこと

を、住宅、福祉、医療の分野の方々が連携しながら検討し、全体としてコンパクト化を検討する際

に使える技術を開発しています。 

次は、歩いて移動するという観点での研究ですが、

歩く人が増えると、例えば子育て世代のベビーカー

ですとか、高齢者のシルバーカー、それから訪日観

光外国人のキャリーバッグ、そういった大きなもの

を持った方々が特定の場所に集中して、混雑したり、

ひいては危険になったりするが考えられます。従来

から大規模な開発をする際には、人や車の集中コー

スを予測して計画する手法がありますが、こうした

状況の変化で、果たしてそのままでいいのかが問題

になるので、再検討する必要がありました。 

この研究では、東京都心の駅周辺で、歩行者の速度や密度などを実地に調査し、歩行者属性です

とか携行品、持ち物の有無などが歩行に及ぼす影響、これらを把握しているという研究です。 

それから、都市の中心に出会いとか交流の場をど

のようにつくるかという工夫が必要になりますが、

そのような研究もやっております。都市の賑わいと

活力のために、一番重要なのはフェース・トゥ・フ

ェースで交流できる場が歩いて行けるところにある

ことだと思っておりますが、この研究では全国の広

場空間の事例を収集整理して分析して、また、実際

に富山市の中心部での広場での歩行者の動きを調査

いたしまして、その立地に適した広場をつくるための考え方とか工夫を提案したで、ここでは海外

の研究なども参考にしてきたところです。 

以上、中心関係です。 
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郊外は実は非常に難しい問題でございまして、な

かなか取り組みも手薄なので、今後また力を入れな

ければいけない分野だと思っています。全国の多く

の都市郊外で、スーパーの撤退、バス路線の廃止、

それから医療費やインフラ維持管理の負担といった

問題に直面していますが、なかなか関係者の意見を

まとめるのが難しいというのが現状と思っていま

す。 

この研究におきましては、都市郊外の地区別に、将来における人口世帯構成の分布あるいはスー

パーや病院などの存続可能性などを予測して、今後想定する様々な政策ケースのもとで、住民や事

業者や公共団体が受ける経済的な影響を、費用便益のかたちで推計して、政策ケースの比較検証を

可能にするというような技術開発を行っています。 

なお、この研究の途中段階で、真ん中にありますけれど、開発いたしました地区別将来人口世帯

予測モデル、これは将来の商地域別の人口や世帯を予測するものですが、こちらを近々公開いたし

まして、公共団体の方に利用していただく予定です。全体としては引き続き、郊外の対策について

は多角的なアプローチで検討を模索していきたいと考えております。 

残り 3 つについては、都市全体を対象とする研究

です。まず、オープン化されたリンクデータ、最近

そのようなものが多いですが、そのようなものを活

用する研究です。人の動きを調査として、従来行わ

れている都市圏パーソントリップ調査というのがあ

りますが、これは 10 年に一度、ある日だけに都市圏

居住者から数％だけ抽出した人々に対してどのよう

な目的で、どのような手段で移動をしたのかなどを

アンケート調査して、そこから全体の動きを推計するというものです。 

それに対して、近年、ICT 技術の進展によって、効率的で信頼性の高い移動データの入手が可能

になってきています。この研究では、外国人も含め、ほぼすべての方が持っている携帯電話からは、

1 時間に 1 回発信される位置情報がありますが、それを個人情報が特定されないかたちに加工して、

人々の移動実態がかなり正確に、ある程度分かってきております。 

このデータを活用した交通調査手法については、今後観光ですとか、あるいは防災ですとか人口

減少時代のモビリティーといった今までやったことのないような検討に応用したいと考えていると

ころです。 
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少し性格が変わる研究ですが、これはコンパクト

・プラス・ネットワークの成果のための研究です。

コンパクト・プラス・ネットワークがもたらす健康

増進効果ですとか、財政効果といったものは、チェ

ックしながら次の取り組みにつなげることが重要で

すが、この研究におきましては、その基礎となる都

市の性能といったものを、ここではコンパクトさと

か、アクセシビリティーというものですけれども、

そのようなものを評価する新しい指標を提案しています。これまでの指標もありますが、これまで

の指標と比べて、コンパクトさや公共交通のパフォーマンスを、都市間でも比較できるといったメ

リットもある指標と考えております。これだけにかかわらず、今後引き続き、他の開発の指標も含

めて、評価方法の樹立をはかるための研究を行いたいと思っております。 

事例としては最後になりますけれども、やはり都

市にこれから最新の技術を取り入れるという観点か

らの、来年度から始まる予定の研究を紹介したいと

思います。近年、この後も説明あると思いますけれ

ど、自動運転、それから IOT、AI、ドローン、スマ

ートシティー、あるいはスマートグリッドといった、

様々な新技術が世界の都市の現場で急速に導入され

ようとしているところです。 

ここにもありますように、超小型モビリティーで

すとか、自動運転バスですとか、タクシー配車サービス、移動市役所やシェアリングといったこと

は、すでに現実に始まっておりまして、さらにいくつかの都市において、都市の生活や姿を大きく

変えるであろう新技術を取り入れる実験が始まっております。 

この研究は、新技術の実態や動向をまず調査し、人々の活動や都市に及ぼす影響を分析し、新技

術を利用して、それぞれの都市に合ったやり方で、コンパクト・プラス・ネットワークを可能にす

るための都市戦略ですとか都市計画を検討する手法を開発することを目指したもので、少し先を見

据えた研究という位置づけで考えております。 
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最後にまとめて終わりたいと思いますが、はじめ

に話したとおり、都市は国土交通戦略の主要な要素

でございまして、長い時間軸、それから費用シェア

の中で重点化した研究を私どもは継続しておりま

す。コンパクト・プラス・ネットワークについても、

ご紹介のとおり、まだまだ不十分なところではあり

ますが、今後アプローチを広げて、現場ニーズに応

える研究に取り組んで参りたいと思っていますの

で、皆さまのご理解ご協力をお願いしたいと思います。 

以上、駆け足ですけれども、私どもの活動への理解を深めていただければ幸いに思います。個々

の研究については、国総研の行物とかホームページでご覧いただきたいと思います。それではこれ

で私の発表を終わらせていただきます。どうもありがとうございました。 
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